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１．研究計画の概要 
 本研究は、20 世紀初頭の新教育の思想を対

象として、当時から現代に至るさまざまな社

会集団による思想の領有のあり方を考察す

るものである。この考察を通して、思想の読

者（集団）が構成する社会構造や相互の緊張

関係、そして新教育の思想の社会的な布置に

ついて解明することを目的とする。 
本研究において具体的な研究対象となる

新教育の思想は、スウェーデンの思想家エレ

ン・ケイが著した『児童の世紀』（1900）で

ある。この著作は、20 世紀初頭に生起・展開

した新教育運動のバイブルとして、当時、世

界各国で熱狂的に受容され、その後も 20 世

紀を通して読まれ続けた。 
本研究では、ケイの本国スウェーデン、ケ

イの思想をもっとも熱狂的に受容したドイ

ツ、ドイツから影響を受けてケイの思想をや

はり熱心に受容した日本において、20 世紀初

頭から現代まで『児童の世紀』がどのような

読者（集団）によって、どのように読まれて

きたかを分析する。この分析を通して、上記

のように、それぞれの時代の社会構造や社会

的緊張関係、そして新教育の思想の社会的な

布置を明らかにする。 
さらに、本研究では、思想の受容史につい

て新たな方法論の開発に取り組む。具体的に

は、フランスの歴史学研究者ロジェ・シャル

チエの方法論を基軸に、ミシェル・ド・セル

トー、ジャック・デリダ、ジャン＝リュック・

ナンシーらの歴史学的方法論、解釈学的方法

論を参照することによって、思想の読者によ

る思想の領有を分析するための教育文化史

的方法論について精査する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 初年度である平成 19 年度は、2 つの具体的

課題を達成するべく研究を進めた。1 つには、

R・シャルチエ、M・ド・セルトーらの研究

成果に拠りながら、また、日本において早く

から文化史的アプローチに着目して教育史

的研究を行ってきた宮澤康人氏、小林亜子氏

の研究も参照しながら、本研究の方法論であ

る教育文化史的アプローチについて精査し、

この歴史学的方法論の射程について検討し

た。もう 1 つには、日本における新教育の思

想（エレン・ケイ『児童の世紀』）の領有に

関する資料収集を行い、その分析考察を行っ

た。 
 平成 20 年度も、前年度と同じく、2 つの具

体的目標を立てて研究を進めた。まず 1 つに

は、R・シャルチエが属するフランス・アナ

ール学派の歴史学が有する教育学的意味に

ついて検討し、論稿をまとめた。また、フラ

ンスの社会科学高等研究所で入手したシャ

ルチエの講義録等の文献や、J・デリダ、J=L・
ナンシーらの思想を援用して、本研究の方法

論をさらに精査した。もう 1 つには、ドイツ

における新教育の思想（『児童の世紀』）の領

有に関する資料収集を行い、その分析考察を

進めるとともに、日本における領有のあり方



との比較検討を行った。 
 平成 21 年度も、引き続き、2 つの具体的な

課題設定のもと、研究を継続した。1 つには、

前年度までに精査してきた本研究の方法論

（比較教育文化史的アプローチ）を、従来の

教育思想史解釈の流れに位置づけ、あらため

て教育学的に意味づけるべく論稿をまとめ

て発表した。もう 1 つには、スウェーデンに

おける新教育の思想（『児童の世紀』）の領有

に関する資料収集を行い、その分析考察を進

めるとともに、日本およびドイツにおける領

有のあり方との比較検討を行った。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 
（理由） 
 本研究申請時の研究計画調書に、平成 19
年度の目標「日本における新教育の思想の領

有に関する考察」、平成 20 年度の目標「ドイ

ツにおける新教育の思想の領有に関する考

察」、平成 21 年度の目標「スウェーデンにお

ける教育思想の領有に関する考察」と書いて

おり、ほぼその計画に沿って研究を遂行でき

ている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

 研究を遂行する上で特に問題が生じてい

るわけではないので、今後も申請時の研究計

画調書に基づきつつ研究を進める。最終年度

である平成 22 年度は、これまでの研究成果

の総括・総合が課題となる。そこで、学会等

の機会を活かして、国内外の研究者にこれま

での成果を検討していただき、研究内容の改

善・向上を図る。 
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